




































































































カゴを洗ったりするような管理に時間がかかるので、一軒で平均 3～ 4 個くらいであるという。成立当初は















場所 河川名 シロウオの呼称 漁法
青森県青森市 野内川 シロウオ 四手網
青森県外ヶ浜町蟹田 蟹田川 シロウオ 梁
青森県鰺ヶ沢町 中村川 シロウオ 四手網
岩手県陸前高田市 気仙川 シロウオ 梁
宮城県南三陸町歌津 伊里前川 シロウオ ザワ
新潟県佐渡市 国府川 シロウオ 四手網
新潟県柏崎市鯨波 （鯨波海岸） イサザ 四手網
石川県穴水町 小又川 イサザ 四手網
京都府舞鶴市 由良川 イサザ 梁
福井県小浜市 南川 イサザ 袋網
三重県志摩市磯部町 磯部川 シロウオ 四手網
和歌山県那智勝浦町下里 太田川 シロウオ 四手網
和歌山県湯浅町 広川 シロウオ 四手網
徳島県阿南市椿町 椿川 ヒウオ 四手網
和歌山県宇和島市津島町 岩松川 シロウオ 流し網
広島県呉市安浦町 野呂川・中畑川 シロウオ 梁
広島県安芸津町三津 三津大川 シロウオ 梁
山口県萩市 松本川・阿武川 シロウオ 四手網
山口県豊北町 粟野川 シロウオ 梁
山口県岩国市 今津川・門前川・錦川 シロウオ 四手網
山口県防府市 佐波川 シロウオ 袋網
福岡県福岡市 室見川 シロウオ 梁
佐賀県唐津市浜玉町 玉島川 シロウオ 梁
長崎県佐世保市佐々町 佐々川 シロウオ 四手網
大分県佐伯市 番匠川 シロウオ 梁





















震災翌年の 2012 年には、バス 2台で 200 人くらいが東京からやって
来て、川を清掃してくれたという。今でも、シロウオの季節が来ると、80 人くらいが川の清掃に来ている。
















クに入れる。1パックは 300g、1 匹 1g なので、1パックに 300 ～ 320 匹は入っている。1漁期の収入は、多い




































　漁期は 1月 10 日ごろから 4月中ごろまで。ヤマザクラが咲く季節が最盛期で、河口の天満に咲くソメイヨ
シノの開花を指標とした。終了期の目当ては、梨の花が咲くころだという。

















































　シロウオ漁は、1月 10 日ごろから 4月中ごろまでの
短い漁期であるが、1日のうちでも、その漁に係わる機
会も短い。主に、旧暦 10 日から 22 ～ 23 日までのオオ
シオ（潮の干満差が大きい）の期間で、満潮時の 2回で




















































































































たそのころから「白魚組合」ができたというが、昭和 50 年年度（1975 ～ 76）から平成 19 年度（2017 ～ 18）








　また、昭和 57 年（1982）の 3月 15 日には、吉野桜の苗 40 本を 1万円で購入し、2日後に、組合員 16 名で
植えている。伊藤守孝さん（昭和 14 年生まれ）によると、これはシロウオ漁を見に来る観光客のために植え
たものだという。シロウオ漁と桜の開花時期とが重なっているからである。翌 58 年（1983）の 7 月 4 日と 9
月 23 日には、「桜下刈」を共同作業としており、その後、この作業は 62 年（1987）まで続いている。昭和 59
年度（1984 ～ 85）の行事をみると、8月 5 日が桜下刈、10 月 29 日が薪寄せ、11 月 9 日が小屋移転、2月 13
日が薪わり、2月 23 日が桜下刈と、年に 2度、下刈を行なっている。薪は灯油と同様に、小屋の燃料であり、
流木を集めておいたりしたともいう。
　毎年 1月の漁期前には総会が開かれているが、いつも議題に上がるのは、シロウオの販売価格であり、組合








年度（西暦） 人数 年度（西暦） 人数 年度（西暦） 人数
昭和 51（1976） 21 人 平成 1（1989） 13 人 平成 11（1999） 不明
52（1977） 18 人 2（1990） 12 人 12（2000） 6 人
53（1978） 24 人 3（1991） 12 人 13（2001） 4 人
54（1979） 24 人 4（1992） 12 人 14（2002） 3 人
55（1980） 24 人 5（1993） 11 人 15（2003） 3 人
56（1981） 20 人 6（1994） 11 人 16（2004） 2 人
57（1982） 不明 7（1995） 10 人 17（2005） 5 人
58（1983） 22 人 8（1996） 10 人 18（2006） 6 人
59（1984） 22 人 9（1997）  9 人 19（2007） 7 人

















































（2） 2017 年 9 月 1 日、熊本県天草市新和町大宮地の本多一溢さん（昭和 21 年生まれ）より聞書。
（3） 2016 年 6 月 30 日、宮城県南三陸町歌津伊里前の渡辺千之さん（昭和 23 年生まれ）より聞書。
（4） 2016 年 6 月 4 日、同年 8月 4日、宮城県南三陸町歌津伊里前の千葉正海さん（昭和 30 年生まれ）より聞書。
（5） 下里大橋から上の漁場は「太田川漁業組合」が管理をしていて、主にアユ中心の捕獲をしている。
（6） 2016 年 3 月 7 日、和歌山県那智勝浦町下里の下地収さん（昭和 16 年生まれ）、伊藤守孝さん（昭和 14 年生
まれ）より聞書。なお、以下の記述の大半も、2名の方々からの聞書による。実際の操業の様子を拝見した
のは、2017 年 3 月 25 日である。
（7） 三陸地方の磯漁においても、カガミ（箱メガネ）が使われる以前は、海面にボウスリという道具で椿油を振
ることによってナギにして海底を見た。これをナギミ、あるいはナギフリミとも呼ばれる。しかし、椿油は
高価なので魚油を用いることが一般的になり、魚油はイワシ・マンボウ・サメの臓腑を煮つめてから煎じて
作った。また、沖縄県の伊良部島（宮古島市）の佐良浜の追込み漁の漁師は、ミーカガン（水眼鏡）が普及
する前には、口の中に豚の脂を含んでから潜り、その脂を少しずつ吹き出しながら海底に油膜を作ることで
魚を探したという。
（8） 下里では「追い棒」は、木ではなく、竹であるが、近隣の串本町津荷のアオリイカの磯打ち網漁においては、
海面を打って追い込む棒のことを「追太棒」と呼んでいる。
（9）「寄り物漁」として、沖縄本島地方のスク漁を扱った論文として、高崎優子「自然を楽しむ作法―沖縄県に
おける寄り物漁を事例として―」『北海道大学大学院文学研究科　研究論集』第 13 号（北海道大学、2013）
583p-603p などがある。
（10）秋道智彌『なわばりの文化史　海・山・川の資源と民俗社会』（小学館ライブラリー 123、1999［初版は
1995］）103p
